
三河万歳 
 

 

「安城の三河万歳」は「別所万歳」といわれ、４００余年の伝承と歴史を持ち、１９７５

年には 愛知県指定の無形民俗文化財になっています。  

 

１ 万歳のおこり 

別所三河万歳のおこりは、次のように伝えられています。 

今から５００年ぐらい前、玄海という僧侶が今の別所（当時は長谷部郷の一部）に来たことから

始まったといわれています。この玄海は、熱田薬師寺の座主で「あじゃり」という高い位をもつ

僧侶でした。 

 しかし、この熱田薬師寺は、応仁の乱（１４６７年～１４７７年）で三河国の守護、細川成之の

部下である細川道仙によって焼き払われてしまいました。こまった玄海は、矢作長谷部郷（今

の岡崎市西本郷町といわれている）に逃げ、土地の有力者であった 上地刑部大夫の家で世

話を受けることになりました。玄海はもちろんのこと多くの人が応仁の乱で苦しんでいました。

そこで玄海は、国々の平和、人々の幸福のために、各地を巡り歩き、万歳の舞を教えたり、

人々の前でおどったりしてみんなに楽しみを与えました。 

 

 このころの三河は、吉良氏が東条側と西条側にわかれて争っていました。また、各村の在地

武士も両方にわかれて争っていました。武士がこのように戦いをしていたので 農民は大いに

困りました。家を焼かれたり、田畑の稲や野菜が荒らされたこともありました。また農家の若者

が、足軽や人夫として戦いにかり出されたり、食物をとられてしまうこともたびたびありました。 

 このように戦いで苦しんでいる農民にとって、万歳の舞はとても楽しい娯楽でした。また、万

歳を舞えば、戦いもなくなり、人々の家に幸せがくるということで、大勢の人々がおこなうように

なったということです。人々に万歳を伝えた玄海は、安祥城主松平親忠より１５町四方（２２５ヘ

クタール）の土地をもらい、別所村と名づけました。 

 

２ 万歳の発展 



別所村の人々は、今までの寺の仕事ができなくなったので玄海から教えられた万歳を勉強

し、万歳師として活躍しだしました。 

万歳師は、矢よけのご祈祷など、武士が戦場でけがをしたり死

んだりしないようにお祈りをしました。松平清康が豊橋方面で戦

いをした下地合戦では、小坂井村で、また、広忠の井田の戦い

では、能見でともに矢よけのご祈祷がされました。 

 このように万歳師は、戦場にまでついていき、武士の武運長久

のお守りをしたのです。寺の仕事からはなれた万歳師は、新しく

勢力をのばしてきた松平氏と結びつき、松平氏の保護者として

発展していきました。 

 家康の岡崎入城、その後の東条、中島、上和田の戦い、さらに

遠江（静岡県）、駿河（静岡県）の戦いにも、必ず万歳師による矢

よけのご祈祷がされています。万歳師は松平氏の発展とともに活動しただけでなく、徳川家康

が東三河、遠江、駿河へと勢力を伸ばしていくにつれ、活動範囲を広げていきました。 

 このころ万歳師を統率して活躍した大行日吉法印の墓は、今も西別所町の墓地にあり、花

が供えられ大切にされています。また日吉法印の木像もお堂にまつられ、村の人々が大切に

お守りしています。   

                                  （安城東部小学校編 「ひらき」） 

 

３ 安城の三河万歳の由来 

万歳というのは、太夫と才蔵の二人が一組になり、才蔵の打つ鼓に合わせて、太夫がめでた

い詞を歌いながら舞う民俗芸能の一つで、無形民俗文化財となっています。  

 

 安城に万歳が伝えられたのは、室町時代、応仁文明年

間のことで、尾張の熱田薬師寺の僧玄海が、戦乱を逃

れて長谷部郷（現岡崎市西本郷町、安城市東・西別所町

一帯）へ移り住み、国家安寧万民和楽の祈祷をし、舞楽

を奏したことが始まりといわれています。 玄海は安祥城

主松平親忠の依頼に応じ、矢除けの祈祷、万歳祝言な

どを行い、長谷部郷に２２５ヘクタールの土地（現東・西

別所町）を与えられました。 

 

 玄海の後を継いだ大行日吉法印は、安城松平氏に臣従し、矢除けの祈祷や万楽祝言を行

い、万歳師を統括しました。 徳川家康の関東移封以降、万歳師一党は、関東１７か国の巡回

の権利を獲得し、関東一円に旦那場を広げていきます。 江戸中期以後、万歳師は土御門家

の支配下に入り、陰陽道職となり、万歳といえば、三河万歳といわれるようになるほど、江戸

時代を通じて代表的な芸能に成長していきました。 

 



 また、明治初期になると、万歳師の旦那場巡行

がむずかしくなる中で、「三羽鶴の舞」 「七草の

舞」が演じられるようになります。これは旧風とい

われますが、明治２０年以降、万歳師は神道職と

なり、万歳協会を設立します。この頃から「天の岩

戸開きの舞」が盛んに演じられるようになり、これ

は新風といわれ、神道三河万歳もしくは別所万歳

の名で呼ばれるようになりました。 

このころの別所万歳は最盛期を迎え、 昭和６年頃には、２０余組が関東地方（東京・栃木・

群馬・埼玉・千葉）へ、外に静岡・長野へと巡行をしていましたが、昭和２０年以後には数組を

残すのみとなってしまいました。 

 一方、明治期より、福釜・榎前を中心として御殿万歳・三曲万歳を演ずる万歳が起こり、盛ん

になってきました。なかでも御殿万歳（地、柱立、舞い）は、七人一組（太夫一人、才蔵六人）の

舞台万歳で、万歳といえば御殿万歳のことをいうほど、数多く演じられるようになりました。こ

のころの三曲万歳は、鼓に三味線・胡弓を加えた舞台万歳で、「忠臣蔵三段目」「神霊矢口の

渡し」など芝居を演じました。 

 

 昭和４２年、三河万歳保存会が結成され、つづいて神道三河万歳の伝授を受け、現在の安

城の三河万歳へと発展しました。 昭和５０年６月１６日、御殿万歳４種（三羽鶴の舞・七草の

舞・天の岩戸開きの舞・地、柱立、舞い）、三曲万歳１４種が、愛知県の無形民俗文化財に指

定されました。  

（「安城の三河万歳の由来」パンフレット） 
 

 


